
Zone0（新規） 

STEM版コモンズ 

Zone1（第1工作室） 

マニュファクチュア 

Zone2（第2工作室） 

デジタルクリエイティブ 

Zone3（612演習室） 

ICT 

教員 研究室 

サテライト サテライト サテライト サテライト サテライト 

サテライト サテライト 

学外 

スポット スポット スポット スポット 

理
工
学
部

 
全
学
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１．理工創造的学生活動スペース（サテライト） 



２．BYOD対応の学生自習設備（スポット） 



３．理工創造的学生活動スペース（Zone123） 

第1工作室 第2工作室 612実習室 

Zone1 Zone2 Zone3 



４－１．STEM版コモンズ（Zone0） 



４－２．STEM版コモンズ（Zone0） 

ハイポジションデスク 

Fab & サテライト Maker & Cafe 

フリー ＆ セミナー 



大学設置基準・大学院設置基準等の一部改正【概要】

○現行の設置基準上、大学・大学院において、教育組織と研究組織を分離し、教育ニー
ズへの適切な対応を重視した組織編成を可能とするため、
・学部段階にあっては「学科」に代えて「課程」を設けること、
・大学院段階にあっては「研究科」に代えて「研究科以外の基本組織」を設けること
が可能となっている。
○ただし、教員や収容定員を学科・専攻等の単位で管理していたため、学科・専攻等で
の縦割り原因となっているとの指摘があった。
○工学系の教育研究を行う大学が、社会の要請・産業分野の変化に迅速に対応できるよ
う、これらの現行制度を活用して教育を展開しやすくするために、所要の設置基準等
の改正を行う。

改正の趣旨

改正の内容

１．学科・専攻の縦割りの見直し

②学生の収容定員については、「課程」・「専攻に相当する組織」ごとに管理するの
ではなく、課程等を単位としつつ、学部・「研究科以外の基本組織」全体で収容定
員を管理することができることを明確化する。（課程・「専攻に相当する組織」単
位の収容定員を毎年度設定しつつ、幅を持たせて管理することも可能であることを
示す。） （通知等により措置）

⇒学部等で収容定員の管理を行い、産業技術の変化に伴う人材ニーズに応じた、課
程等に係る収容定員の柔軟な変更を促進する。

①工学部に「課程」、工学系の大学院に「研究科以外の基本組織」を設けた場合の教員
基準を、学科・専攻等の単位ではなく、学部・研究科以外の基本組織単位で定める。

⇒学部等全体で教員編成を行い、社会の要請・産業分野の変化に応じて、複数の専攻分
野を組み合わせた教育課程の機動的な展開を促進する。

工学部

情報工学

機械工学

材料工学

電気工学

情報・機械＋α

新領域＋α

材料・電気＋α

Ｂ課程

Ａ課程

Ｃ課程

教員組織 学生定員

学科（教育研究） 課程（教育）

情
報
工
学

Ａ学科

教員組織

学生定員

機
械
工
学

Ｂ学科

教員組織

学生定員

材
料
工
学

Ｃ学科

教員組織

学生定員

電
気
工
学

Ｄ学科

教員組織

学生定員

工学部

専攻分野

（学部単位の教員基準） （学部で管理することができ
ることを明確化（通知等））

学生定員

学生定員

学生定員

【現行の「学科に代わる課程」を前提とした改正のイメージ】
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２．工学分野における学部と大学院の連続性に配慮した教育を行う場合の教員

①他の専攻分野の学部・研究科の専任教員
工学部等において学部と大学院の連続性に配慮した教育課程を編成する場合には、
工学以外の専攻分野の授業科目を開設するよう努めるものとする。この場合において
は、工学部等に置くものとされている教員（設置基準が定める必要専任教員数）に加
え、当該授業科目を担当する教員を置くものとする。
また、この場合に加えて置く当該授業科目を担当する教員については、学内の工学
以外の学部・研究科の専任教員をもって充てることができることとする。

⇒工学以外の専攻分野（経営学、社会学等）の内容を組み合わせた教育課程の実施を
促進する。

②実務家教員（専攻分野におけるおおむね５年以上の実務の経験、かつ、高度の実務の能力を有する者）

工学部等において学部と大学院の連続性に配慮した教育課程を編成する場合には、
企業との連携による授業科目を開設するよう努めるものとする。この場合においては、
工学部等に置くものとされている教員に加え、企業からの実務家教員を専任教員とし
て置くものとする。
また、この場合に、加えて置く実務家員については、専任の教員以外の者であって
も、学部にあっては１年に６単位以上、大学院にあっては１年につき４単位以上の授
業科目を担当し、かつ、教育課程の編成その他の組織の運営について責任を担う者
（みなし専任教員）で足りることとする。

⇒企業等と連携したＰＢＬなど、実践的な内容を盛り込んだ教育課程の実施を促進す
る。

改正の内容

【学部・大学院の連続教育を実施する場合の教育課程のイメージ】

工学部 工学研究科（修士課程）

卒論

1年 ４年 ２年

工学の中での２分野以上の専攻分野や工学以外の専攻分野の修得、企業等と連携した実践的な内容を盛り
込んだ教育課程を編成し、主専攻・副専攻（メジャー・マイナー）、ダブルメジャーを実現。

１年

現状

重複

学部・大学院
連続教育

修論他分野・実務家による教育導入
他分野・実務家
による教育導入

学内クロス・アポイントメントの活用

工学以外の専攻分野に係る授業科目の開設を努力義務化

実務家教員の採用

企業等との連携による授業科目の開設を努力義務化

必要専任教員数に加え、
当該科目の担当教員を置く

必要専任教員数に加え、
当該科目を担当する実務家
教員を専任教員として置く

修論

専攻分野における授業科目を精選
○学 部：卒論の見直し（修論重点化）
○大学院：学部で既に修得している科目の見直し
○ナンバリング等を導入



学校教育法（昭和二十二年法律第二十六号）（抄） 

 

 

第三条 学校を設置しようとする者は，学校の種類に応じ，文部科学大臣

の定める設備，編制その他に関する設置基準に従い，これを設置しなけ

ればならない。 

 

第九十四条 大学について第三条に規定する設置基準を定める場合及び第

四条第五項に規定する基準を定める場合には，文部科学大臣は，審議会

等で政令で定めるものに諮問しなければならない。 

 

 

 



１．「プログラム」とは？

２．先端理工学部での学びの事例（※組み合わせはイメージです）

社会課題

交通渋滞

地球温暖化

自動運転

マイクロプラスチック

働き方改革

高度先端医療

３．プログラム一覧

数理 知能 電子 機械 応用 環境

数理解析
自然科学を始めとして工学や情報学などで基盤となる数学を学びま
す。変化の激しい社会で必要とされる柔軟な思考力・発想力を鍛
え、学んだことはIT、金融、通信、教育分野などで生かされます。

○

現象の数理
自然・社会のシステムの変化の様子を、 数式やコンピュータで解析
するための理論や技術を学びます。 現実の自然・社会と関わり合う
システムや、 それを再現するシミュレーションの開発に役立ちます。

○

情報科学
基本原理から出発して、 コンピュータの仕組みからそれを動かすた
めのアルゴリズムまで学びます。  情報通信業などでシステムエンジ
ニアとして社会に求められるシステムを構築するのに役立ちます。

○

電子デバイス・
マテリアル

量子ドット、太陽電池等の新規電子デバイスの創出や、脳型コン
ピュータ素子の実現を目指すなど広範囲にわたる分野の技術を学
びます。学んだ内容は、次世代エレクトロニクス産業を支える質の高
い製品づくりに役立ちます。

○

IoT・通信
ネットワーク

情報の感知・解析・可視化・制御に関する技術、情報を伝達するた
めの通信デバイスとネットワークシステムを学びます。修得した知識
は革新的な製造技術の開発や、産業を越えた情報連携社会の確立
に役立てることができます。

○

スマート情報
システム

ヒトの感性や認知機構の解明、データに内在する知識抽出、知識獲
得機構の解明を通し、情報エレクトロニクスの立場から知能システム
に関する基盤技術の習得、理論構築、これらを応用したシステム構
築を目指します。

○

先進機械工学
材料の力学・構造の基礎から計算機を用いた設計、強度評価の一
貫したフローを学ぶことにより、先端材料開発によるイノベーションを
担う先進機械開発技術者を養成します。

○

航空宇宙

航空宇宙工学の基礎とともに、航空宇宙機の打上げ、航行、帰還に
関する熱流体の知識や過酷で未知な環境に耐えうる機能性材料や
機械構造物の設計など、航空宇宙技術者に必要な高度な知識を身
につけます。

○

リアル＆バーチャル
メディア

音声、音響、画像、立体、環境といったメディア信号からの情報を上
手く利用するための原理、応用、基礎理論などを学びます。これによ
り、製品／サービスはもちろんコンテンツ作成などにも役立つものと
期待しています。

○

応用ソフトウェア

最新の技法を用いたソフトウェアシステムとその開発管理について、
原理、応用、基礎理論などを学びます。これにより、アプリやソフトの
作成はもちろん人工知能を応用した製品・サービスにも役立つものと
期待しています。

○

プログラム名称（※1) 想定される進路（職種・業種） プログラムの概要

先端理工学部には社会の課題に対応する25のプログラムが設置されます。先端理工学部は、自分の専門分野にかかわらず、視野の広い学
生を育成することをめざしており、入学後のみなさんは、所属する各課程での学びを基本としつつ、すべてのプログラムを受講することが可能
です。
また、プログラム修了者には修了証を発行し、学習成果の“見える化”を図る予定です。

複雑化する現代社会では、これまでのやり方では対応しきれない課題が今後も増え続けることでしょう。龍谷大学先端理工学部では、プログラ
ムを活用し、例えば、次の様な柔軟な学びが可能です。

「人工知能」×「スマート情報システム」×「データサイエンス」

「リアル＆バーチャルメディア」×「バイオニックデザイン」

先端理工学部に設置する２５のプログラム

「現象の数理」×「スマート情報システム」

「データサイエンス」×「エネルギー」

「人工知能」×「IoT・通信ネットワーク」×「先進機械工学」

「生命機能化学」×「生物多様性サイエンス」

プログラム

学びの関連性が特に強い課程（※2）

情報システム開発、通信インフ
ラ開発、ITコンサル関連企業

機械系エンジニア、自動車・輸
送機器製造業、生産技術

航空宇宙産業、航空機製造
業、自動車製造業

音響、画像、ゲーム関連企業

ソフトウェア開発、ネット関連企
業

教育業界、教員、アクチュア
リー、公務員

製造業、エネルギー産業分野、
ソフトウェア開発者

情報通信業、システムエンジニ
ア

半導体、電子材料・電子部品関
連企業

電機・自動車、通信・情報ネット
ワーク関連企業
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数理 知能 電子 機械 応用 環境
プログラム名称（※1) 想定される進路（職種・業種） プログラムの概要

学びの関連性が特に強い課程（※2）

都市環境
テクノロジー

人の社会経済活動に伴って発生する廃水・排ガス・廃棄物を再生、
再利用したり、無害化するための技術やシステムを学びます。学ん
だ内容は都市環境保全だけでなく、化学プラントの設計や設備管理
にも役立てることができます。

○

環境インフラ

人間活動の自然への影響を評価したり、人と自然が共生するために
必要な知識や手法を学びます。学んだ内容はダムや廃棄物処理施
設、上下水道などの都市基盤施設を造ったり、自然再生・保全事業
を行なう際の、調査や施工の計画や管理などに役立てることができ
ます。

○

生物多様性
サイエンス

生物多様性を支えるメカニズムと、人間活動による生物多様性への
影響について学びます。生物多様性を維持し、健全な生態系を管
理するための基礎を身につけます。

○

データサイエンス

データから構造を抽出して正しい予測・判断を行うための数学とアル
ゴリズム、 統計科学と機械学習を学びます。 大量で複雑なデータを
扱うシステムエンジニア、 様々な業界のデータアナリストとしての活
動に役立てることができます。

○ ○ ○

モバイル
ロボティクス

移動式ロボット技術は、ものづくり分野、サービ分野、インフラ・災害
対策分野などでの活躍が期待されています。本プログラムでは、世
界で活躍する自律移動ロボットのソフトウェア・ハードウェアの両面の
技術について広く学びます。

○ ○

先端ロボティクス

ロボット技術は、医療、介護、災害救助、インフラなど、様々な分野に
おいて活躍が期待されており、これからの社会を支える技術の一つ
です。本プログラムでは、ロボット開発に必要な専門知識について広
く学びます。

○ ○ ○

バイオニック
デザイン

機械、化学、情報など、理工学の多くの分野で生物の機能や形態に
学んだ設計が研究され、ロボットや医療・福祉等の分野で応用され
ています。本プログラムでは、生物と理工学との関係について広く学
びます。

○ ○ ○ ○

先進エコマテリアル

モノづくりの基盤技術である機械工学をベースに、環境科学や化学
物質に関連する専門知識を習得します。廃棄物処理、リサイクルな
どの循環型社会を創り出す機械システムを提案できる人材の育成を
行います。

○ ○ ○

エネルギー

環境や経費への負担を低くして大きなエネルギーを獲得するための
原理や技術を学びます。学んだ内容は省エネルギー社会の実現に
向けた材料開発や化学・電気・光エネルギーシステムの開発にも役
立てることができます。

○ ○

生命機能化学

生物機能を取り入れた化学システムの理解とそれを応用するための
原理や技術を学びます。学んだ内容は生体機能材料や医農薬品の
開発だけでなく、化成品や食用品・化粧品の創出にも役立てること
ができます。

○ ○

高機能新素材
便利で快適な社会生活を基盤的に支える化学素材を作るための原
理や技術を学びます。学んだ内容は、高分子化合物や無機セラミッ
クス材料・ナノ材料等の創成に役立てることができます。

○ ○

環境共生

高度なモノづくりに必要不可欠な「分析・評価・フィードバック」の原
理や技術を学びます。学んだ内容は、環境への配慮を要する分野
だけでなく、新しい材料開発を求められる領域にも役立てることがで
きます。

○ ○

人工知能

人間の行う知的な行動を計算機に行わせるための様々な手法につ
いて、原理、応用、基礎理論などを学びます。これにより、人工知能
はもちろんソフトウェアシステムやアプリの開発・応用にも役立つもの
と期待しています。

○ ○ ○

先端環境
モニタリング

環境DNAや安定同位体の分析など、環境やそこに生息する生物の
モニタリング手法の最先端技術を学びます。生物を含めた野外環境
を効率的に測定・解析する知識と技能を身に付けることができます。

○ ○

SDGsソリューション

持続可能な開発目標（SDGs）とは、これからの社会が実現すべき資
源・環境利用の中心的課題です。これを実現するために必要な知識
や技術を修得し、SDGsの取り組みを推進する基本的な考えを身に
付けることができます。

○ ○ ○

※1　プログラム名称は変更する可能性があります。
※2　すべてのプログラムは、どの課程に入学しても受講可能です。

建設環境コンサルタント、環境
アセスメント、公務員、企業CSR
担当
※生物を含めた野外環境を適切に測定・解析ができ
る基礎的技能を身に付け、総合的環境評価ができる
考え方を習得する。

公務員、教員、企業CSR担当、
NPO、学芸員
※持続可能な開発目標実現のために必要な知識や
技術を修得し、SDGsの取り組みを推進する基本的な
考えを身に付ける。

環境プラント設計，金属機械工
業，鉄鋼産業

電力・ガス・エネルギー、電子・
電気機器等関連分野

食品・繊維・化学・薬品・化粧
品・医療・福祉

鉄鋼・金属・セラミックス・機械・
自動車・印刷・繊維・ゴム・プラス
チック

食品・農林・水産・コンサルティ
ング・調査・薬品・化粧品・繊維・
医療機器・公社・団体・官公庁

ソフトウェア関連業界、AI関連
業界、システムエンジニア、ナ
レッジエンジニア

建設土木系のコンサルタント

研究者、レンジャー、生態系管
理士、公園管理、一次産業、
NPO

情報サービス業、金融業界、
データアナリスト、コンサルタント

自動車，電気機器，機械，自動
車機器，輸送用機器

システムエンジニア，ロボット設
計・製造業

医療用ロボット開発・製造業，医
療福祉機器開発，ヒューマンイ
ンタフェース設計

化学プラント・環境装置の設計
や設備管理



Administrator
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